
　
次
期
学
習
指
導
要
領
で
描
か
れ
る
教
育

は
、
か
つ
て
な
い
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

特
に
、「
何
を
知
っ
て
い
る
か
」
に
と
ど

ま
ら
ず
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
」
に
ま
で
発
展
さ
せ
る
指
導
目
的
の
転

換
は
、
授
業
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
教
科

や
学
年
、
学
校
総
体
と
し
て
の
指
導
の
あ

り
方
の
変
化
を
求
め
て
お
り
、
校
内
研
修

な
ど
を
活
用
し
た
教
師
集
団
と
し
て
の
目

線
合
わ
せ
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
P.
６
〜
９

で
紹
介
し
た
よ
う
な
「
次
期
学
習
指
導
要

領
」
の
読
み
解
き
研
修
は
、
以
下
の
よ
う

な
流
れ
で
設
計
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

教
育
環
境
の
変
化
を

教
師
集
団
が
共
通
理
解
す
る
た
め
に

次
期
学
習
指
導
要
領
を
読
み
解
く
意
義
を
伝
え
、

対
話
的
な
研
修
を
実
施
す
る

２
０
１
８
年
３
月
に
公
表
さ
れ
た
高
校
の
次
期
学
習
指
導
要
領
は
、
22
年
度
か
ら
の
教
育
・
指
導
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
。

各
教
師
の
理
解
の
ば
ら
つ
き
を
防
ぎ
、
学
校
全
体
で
そ
の
本
質
を
つ
か
む
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
校
内
研
修
の
活
用
だ
。

こ
こ
で
は
、
P.
６
〜
９
で
紹
介
し
た
よ
う
な
、
次
期
学
習
指
導
要
領
を
対
話
的
に
読
み
解
く
校
内
研
修
を
実
践
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
進
め
方
を
解
説
す
る
。

次期学習指導要領を読み解く
校内研修のデザイン例

事
前
準
備

事
後
活
動

校
内
研
修

参加する教師に事前に
「次期学習指導要領」に目を通してもらう
校内研修に先立って、個々で次期学習指導要領の「前文」「総
則」「（担当する）教科」の内容に目を通しておいてもらう。

校内研修の結果を
学校改革の工程に生かす
校内研修の結果見えてきた「次期学習指導要領」に向けての
校内の課題を整理し、今後の学校改革のプロセスでどのよう
に取り組んでいくのかを全教師に伝える。

「前文」「総則」を読み解く
疑問点・不明点をグループで語り合い、その解消を
図る。解消できなかった疑問点・不明点は参加者全員で協議。

「教科」を読み解く
まず、教科団ごとに共感した点や違和感・疑問を持っ
た点を語り合った後、さらに教科をシャッフルし、教科横断で
の共通点や傾向などを語り合う。

ワークシートで振り返る
研修で得られた気づきとこれからの自分の課題、取
り組むべきことをワークシートで言語化し、
参加者間で研修の成果として共有する。

１～２週間前に通知

管理職、ミドルリーダーが
研修の成果を１～2週間程度でまとめ、

全教師に今後の工程を伝える

校内研修として１～２時間かけて実施

1

2

3

個人
活動

個人
活動

グループ
活動

グループ
活動

グループ
活動

自校でできる
読み解き研修会の

ススメ！
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　実
際
に
数
人
の
教
師
と
次
期
学
習
指
導

要
領
の
読
み
解
き
を
行
う
と
、「
社
会
に

開
か
れ
た
教
育
課
程
と
は
、
本
校
に
お
い

て
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す

の
か
」「『
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び

技
能
を
確
実
に
習
得
』
と
あ
る
が
、
従
来

の
授
業
と
何
が
異
な
る
の
か
」な
ど
、様
々

な
疑
問
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら

の
「
問
い
」
は
、
校
内
で
す
ぐ
に
共
通
の

答
え
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら

に
学
校
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
っ

て
、
そ
の
答
え
も
変
化
し
て
い
く
も
の
で

あ
ろ
う
。
次
期
学
習
指
導
要
領
へ
の
読
み

解
き
を
、こ
れ
か
ら
の
10
年
を
見
通
し
て
、

「
語
り
合
う
学
校
文
化
」
の
醸
成
の
き
っ

か
け
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

特集 4つの視点で読み解く次期学習指導要領

校内研修のプログラム例

事前準備　出席者は事前に「前文」「総則」「（担当する）教科」を読んでお
く。「前文」「総則」では疑問点や不明点を、「（担当する）教科」では共
感した点・違和感を持った点・疑問点をそれぞれチェックし、研修に臨む。

用意するもの •ホワイトボード（または模造紙）
 • 大判の付箋　• ワークシート

「前文」「総則」を読み解く
❶４、５人のグループで疑問点や不明点を付箋やホワイトボード

に書き出していく（10 分間）

❷グループで疑問点や不明点の解消を図る（10 分間）

❸グループで解消できなかったことを全体で協議する（10 分間）

　　　 　　　●　司会・進行役

　　　 　　　●　司会・進行役

教科を超えた４、５人のグループで語り合う

各教科団で話し合う

担当外の教科の付箋やホワイトボードを見ていく

「教科」を読み解く
❶各教科団で学習指導要領の自教科の部分について共感した

点・違和感を持った点・疑問点を挙げ、付箋やホワイトボード
に書き出す（10 分間）

❷書き出した付箋・ホワイトボードを各教科団内で確認し、気づ
いた点を出し合い、共通点や傾向を探る（５分間）

❸各グループに 1 人の教師を残して、それ以外の教師は別のグ
ループに移動し、教科混合になる。新しいグループの教師に対
し、自教科で語り合った内容を、互いに共有する（20 分間）

❹教科を超えて共通点や傾向などを語り合う（25 分間）

❺ホワイトボードなどに書き出した内容は、多くの教職員が目に
できるように一定期間校内に掲示する

ワークシートで振り返る
❶「今後の課題」「課題と考える理由」「課題への向き合い方」

の３項目で、校内研修で得られた気づきと今後の自身が取り組
むべきことを整理する（10 分間）

❷４、５人のグループまたは各教科団内でワークシートの内容を１
人ずつ発表し、共有する（10 分間）

1

2

3

次
の
10
年
間
に
向
け
て

語
り
合
う
文
化
を
校
内
に
育
む

読
み
解
き
研
修
＋
α
の
意
義

このマークのある図版
は、加工可能なデータ
として、ベネッセ教育

総合研究所のウェブサイト（http://
berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。

「HOME→教育情報→高校向け→
生徒指導・進路指導ツール集」で
ご覧ください。

目安30分間

目安１時間

グループ
1

国語

国語

グループ
2

数学

数学

英語

英語

グループ
3

＊振り返り用ワークシートのデータと、上記プログラムを進めるためのシナリ
オが書かれたスライドのデータを、ダウンロードしてご活用いただけます。
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